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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ルで上昇、対円では円高の進展から下落しました。ま

たトルコの2年国債金利については、小幅な金利上昇

となりました。

注目されていた8月の消費者物価指数については、

市場予想を上回る上昇となりました。また、食料品や

飲料、エネルギー、タバコ、金などを除いたコア消費

者物価指数も同様に市場予想を上回る上昇となりまし

た。1週間を通して見ると、北朝鮮情勢をめぐる緊張の

高まりなどを背景に米ドル安円高が進展し、トルコ・リラ

は対米ドルで上昇したものの、対円では下落となりまし

た。また債券市場では、投資家のリスクセンチメントの

悪化から金利上昇となる局面がありました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は第2四半期のGDP（国内総生産）の発表や金
融政策委員会の開催が予定されています。GDPにつ
いては、前年比での加速が見込まれています。また主
要政策金利については、後期流動性貸出金利を含め
てすべて据え置かれる見込みとなっています。中央銀
行は年末にかけてインフレ率は低下する見通しとして
いますが、足元のインフレ率が予想外に加速している
こともあり、現在の金融政策を維持すると予想します。
また北朝鮮情勢など地政学リスクの高まりには注意が
必要な環境が続くと想定します。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年9月2日～2017年9月8日までの推移】

（2017年8月11日～2017年9月8日）

【トルコ 金利推移】
（2017年8月11日～2017年9月8日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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